研　究　業　績　書

令和　　　年　　　月　　　日

氏名（自筆）　　　　　　　印
（学術論文）（欧文，和文に区別してください。）
	注) 原著論文，総説，症例報告及びその他に分けて，番号（一連番号），著者名（印刷順に全員連記し，本人のところにアンダーラインをひく。）．題目．発表誌．発行年（西歴）；巻：初頁－終頁．を年代順（最近のものから）に次の例を参考にして記入してください。なお，欧文論文掲載誌にImpact Factor（IF, 2019年版）が付されている場合，併せて記入してください。
主要論文２０編については赤○印を付すとともに，corresponding authorである場合には，一連番号の右側に赤＊を付してください。また，国際共著論文（異なる国を拠点とする複数の研究者による共著論文）の場合には，一連番号にアンダーラインをひいてください。h-indexを欧文論文の先頭に朱書きしてください。


h-index:19
欧文記載例：
１＊Shikata E, Tushima K, Yamamoto M, Suzuki A, Okayama H. Evidence for the multistep nature of in vitro human epithelial cell carcinogenesis. Cancer Res. 2017; 50:5653-5657.
IF: 9.122
２  Okayama H，Fujita J, Aaronson SA. Neoplastic conversion of human epidermal keratinocytes by adenovirus 12-SV40 virus and chemical carcinogens. Science. 2016; 232:385-388.
IF: 37.205
和文記載例：
１
○○○○，岡山花子，○○○○. ○○に関する研究. ○○学会雑誌, 1998; 3:189-211.
（著書）（欧文，和文に区別してください。）
	注) 番号（一連番号），著者名（印刷順に全員連記し，本人のところにアンダーラインをひく。），題目（共著又は分担の場合は，その区分を括弧がきで付記する。），頁数，発行所，発行年（西暦）を，年代順（最近のものから）に次の例を参考にして記入してください。


欧文記載例：
１
Okayama H. Drugs and foods from little-known plants. Harvard Univ. Press, Cambridge, MA, 2011
２
Okayama H, Shikata E, Tushima K. Views of cancer researchers on environmental mutagens. In “Environmental Mutagens and Carcinogens", ed. Sugimura T, Kondo S, Takebe H., pp. 3-20, University of Tokyo Press, Tokyo, 2008
和文記載例：
１
岡山花子：○○に関する研究，○○書房，東京，2011
２
○○○○，○○○○，岡山花子：○○○○○に関する研究（分担），「生体時計」，○○○○，○○○○編，PP.15-25，○○出版，東京，2009
（その他）
	注) 国内及び国際学会の特別講演及びシンポジウム等（一般演題は除く。）について，番号（一連番号），発表者（本人のところにアンダーラインをひく。），題目，学会，開催地，発表年（西暦）を，年代順（最近のものから）に次の例を参考にして記入してください。


【国内学会】
１　岡山花子：特別講演，癌遺伝子，第〇回日本癌学会シンポジウム，東京，○○年
２


【国際学会】

１　Okayama H, Special lecture, Analysis of methylation in the c-myc gene, Symposium at the International Meeting of Cancer Prevention, Bangkok, Thai, 2012

２
（記入例）
科学研究費補助金・助成金等の交付状況

氏　名（自筆）　　　　　　　　　　印
	補助金・助成金等（奨学寄付金は除く。）
・役割（代表・分担の別）の別に分類して，開始年度の順に記載すること。
・記載内容：研究期間（年度），資金制度・研究費名（配分機関等名），研究課題名（分担の場合は，研究代表者氏名・所属），研究費(期間の受領額：千円）

	＜例：代表＞
1.
H26〜H28，日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究A（一般），○○に関する○○的研究，48,000千円
2.
H29〜R1，日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究C（一般），○○に関する研究，3,000千円


	＜例：分担＞個人配分有り
1.
H25〜H27，厚生労働科学研究費補助金（○○○研究事業），○○に関する○○研究（代表：瀬戸次郎・○○大学），分担研究者（人数，役割分担：○○に関する解析），研究費総額5,000千円，分担額2,000千円


	＜例：分担＞個人配分無し
1.
H23〜H25，○○○医学振興助成金（○○財団），○○に関する○○研究（代表：山陽花子・○○大学），分担研究者（人数，役割分担：○○に関する解析），研究費総額5,000千円



注）不足の場合はページを追加してください。
（教育及びその他活動実績一覧の記入例）
教 育 及 び そ の 他 活 動 実 績 一 覧
１．教育活動実績の一覧（記入例）
	項　　　　　　　　　　目
	期　間　等
	備　　考

	1)授業担当等
① ○○大学○○学部
「○○○○学」(講義○時間，実習○時間)
② ○○大学大学院医学研究科
「○○学演習」 ○単位
「○○○○学」 ○単位
2)他大学・他学部等の非常勤講師
①○○大学 ○○学部
「○○○○学」年間○時間の集中講義
3)他大学の特別講義
①○○大学○○学部○○講座
特別講義「○○について」
4)委員等
○○大学奨学生等選考委員会委員
○○大学○○学部カリキュラム委員会委員
○○大学○○学部アカデミックアドバイザー等

5)国際交流／学生支援

○○国留学生○○研修受入れ（○人）
6)学生の課外活動指導
○○大学学友会 ○○部顧問
	○○年○○月～現在
○○年○○月～現在
○○年○○月～現在
○○年○○月～現在
○○年○○月
○○年○○月～○○年○○月
○○年○○月～○○年○○月
○○年○○月～○○年○○月
○○年○○月～○○年○○月

○○年○○月～現在
	


注1) 教育実績には，これまで担当した講義・実習・演習・セミナー等のほか，カリキュラム策定
委員・入試対策委員等の実績を，記入例に基づき記入して下さい。
注2) 項目ごとの記載数が多い場合は，内容が分かる簡単な説明を加えて，項目ごとに○○外○件
というようにまとめて記載して下さい。
注3) 備考欄には大学及び大学院等での講義・実習等において，学生による教員個人に対する評価
の概略等関連事項があれば記入して下さい。
２．その他活動実績　（付記すべきものがあれば記載してください。）
（記入例）

特許の申請・取得状況

＜記入例＞
1． 登録番号：特許第○○○○○○○号
出願番号：特願　○○○○－○○○○○○

発明の名称：△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△
発明者：□□□□，◆◆◆◆，◎◎◎◎，★★★★

2． 公開番号：特開　○○○○－○○○○○

出願番号：特願　○○○○－○○○○○○

発明の名称：△△△△△△△△△△△△△△△△△△△△

発明者：□□□□，◆◆◆◆，◎◎◎◎，★★★★

